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ト ピ ッ ク ス

ゴル フ 場農薬暫定指導指針か ら 水質環境基準の改正 ま で

は じ め に

平成 5 年 3 月 8 日 に水質環境基準の改正 に 関す る 告示

が行わ れ， 同 日 付 け で水質環境基準 に 連動 し て い る 水質

汚濁 に係 る 農薬登録保留基準の 改正が行われた こ と に つ

い て 新聞等で報道 さ れた が， こ こ に至 る ま での農薬 に 関

連す る 基準設定の経過 と 関連事項 の 内容 に つ い て 解説す

る 。

1 ゴル フ 場農薬瞥定指導指針

ゴル フ 場で使用 さ れ る 農薬の流出 に よ っ て下流の水道

水源等の水質が汚染 さ れ る の で は な い か と の論議が あ っ

た た め ， 環境庁 と し て は， 現状の知見か ら み て 可能な範

囲で水質汚濁の未然防止の た め の 方策 を 明 ら か に す る 必

要 に 迫 ら れた 。 こ の た め ， 地方公共団体が水質保全の面

か ら ゴル フ 場 を指導す る 際の参考 と な る よ う ， r ゴ ル フ 場

使用農薬 に係 る 暫定指導指針j を 定 め ， 平成 2 年 5 月 に

都道府県知事あ て に通知 し た 。 そ の 中 で， 21 農薬 に 関す

る ゴル フ 場排水 に係 る 指針値 を 示 し た 。 指針値 は人の健

康の保護の観点か ら 設定 し た (平成 3 年 7 月 に 9 農薬の

指針値 を追加 し ， 平成 4 年 12 月 に 1 農薬の指針値 を厳 し

く し た 。 ) 。

ゴル フ 場使用農薬 に係 る 水道水の安全対策 と し て ， 厚

生省 は暫定水質 目 標 を 定 め都道府県知事に対 し て適切な

モ ニ タ リ ン グ を行 う よ う に 平成 2 年 5 月 に通知 し た 。 暫

定水質 目標 は ， r生涯に わ た る 連続的な摂取 を し て も ， 人

の健康 に影響が生 じ な い水準 を基 と し ， さ ら に安全性 を

見込んで定 め た も の であ り ， 万一， 一時的 に 水道水質が

あ る 程度 こ の 値 を超 え る 状況があ っ て も 直 ち に健康上の

影響が生 じ る も の で は な く ， 当該農薬の季節的な使用方

法， 採水時期等の状況 を把握の上， 年間平均値 と し て評

価 さ れ る も の であ る こ と 。 J と し て い る 。 当 時， 厚生省 に

お い て は， WHO (世界保健機関) の飲料水水質ガ イ ド ラ

イ ン の 見直 し の動 き を踏 ま え て ， 微量化学物質 に よ る 水

道水の汚染の懸念に対 し 水道水質基準の 見直 し に 着手 し

た と こ ろ であ っ た が， 当面の社会的要請に こ た え る た め

こ の基準 を設定 し た も の であ っ た 。

2 水質汚濁 に係 る 登録保留基準の改正 につ い て

農薬 を製造 ・ 販売す る た め に は， 農薬取締法 に基づ く

農林水産大臣の登録が必要であ る 。 農林水産省の行 う 登

環境斤水質保全局 土壌農薬課

録の際， 農薬の残留等 に よ る 人畜や 水産動植物の被害 を

未然 に 防止す る 観点か ら ， 環境庁長官が設定す る ， ①作

物残留， ②土壌残留， ③水産動植物への毒'性， ④水質汚

濁， に 係 る 農薬登録保留基準 を満た さ な い場合 は ， 農薬

と し て の登録が保留 さ れ る 。

こ の う ち 水質汚濁 に 係 る 農薬登録保留基準 は ， 公害対

策基本法 に基づ く 水質汚濁 に 係 る 環境基準の う ち ， 人の

健康の保護 に 関す る 環境基準 (以下， r水質環境基準」 と

い う 。 ) が設定 さ れて い る 農薬 に つ い て の み， 登録保留要

件が設定 さ れて い た が， 所要 の 手続 き を 経 て 平成 4 年 3

月 に新た に 「当該種類の農薬の成分に 係 る 水質環境基準

が定 め ら れて い な い場合 は ， 当該種類の農薬の毒性 に 関

す る 試験成績， 使用 方法等 に 基づ き 環境庁長官が定 め る

基準 に適合 し な い場合」 を 登録保留の 要件 と し た 。 こ れ

に よ り ， 農薬 に よ る 水質汚濁の未然防止の よ り 一層 の 徹

底 を 図 る こ と と し た 。

3 水質環境基準の項 目 追加等 に つ い て

( 1 )  中央公害対策審議会の 答 申

水質環境基準 に つ い て は ， 昭和 46 年 に カ ド ミ ウ ム ， シ

ア ン等 8 項 目 に つ い て 基準 を定 め る と と も に ， 昭和 50 年

に は PCB を追加 し ， 以後， こ の 9 項 目 に つ い て基準の達

成 に 努め て き た 。 現在で は こ れ ら の項 目 に係 る 環境基準

は ほ ぼ達成 さ れ る に 至 っ て い る 。

し か し な が ら ， 多種多様な化学物質の 生産 ・ 使用 の拡

大 ・ 普及 に 伴い， こ れ ら の物質 に よ る 公共用水域等の汚

染 を 防止 し ， 国民の健康 を保護す る こ と が大 き な課題 と

な っ て き て お り ， よ り 広範な物質 に つ い て ， 新た な科学

的知見 に基づ き ， 維持 さ れ る こ と が望 ま し い基準 を 定 め ，

そ の達成 に 向 け て 施策 を 講ず る と い っ た体系的な取 り 組

み を推進す る 必要があ る 。

国際的 に は ， WHO に お い て ， 飲料水水質ガ イ ド ラ イ ン

の大幅な見直 し が行わ れて お り ， 平成 4 年 12 月 に は厚生

省 に よ っ て 水道水質 に 関 す る 基準 の 拡充強化が行 わ れ

た 。

こ の よ う な状況 を踏 ま え ， 水質環境基準 に つ い て も 中

央公害対策審議会 の 答 申 が な さ れた 。

水質環境基準の 項 目 追加等 に 係 る 答申 の基本的考 え 方

は， 次の と お り であ る 。

① 科学的知見の 現状や 内外の検討の動向 を踏 ま え ，一一一 38 一一一
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水道水質 に 関す る 基準 に つ い て検討が な さ れた 項 目

を 中心 に ， 類似 ま た は 関連す る 化合物で対応 を要す

る と 考 え ら れ る 項 目 を 含 め ， 我が国 に お け る 当該物

質の生産 ・ 使用状況や公共用水域等 に お け る 検出状

況等を勘案 し つ つ， 環境基準項 目 の追加及び既定項

目 の 見直 し を検討 し た 。

② 環境基準項 目 の基準値 は ， 我が国， 米国及び国際

機関 に お い て検討 さ れ， 集約 さ れた 科学的知見， 関

連す る 各種基準の設定状況 を も と に ， 飲料水経由 の

影響 (主 と し て長期間の飲用 を 想定 し た影響) 及び

水質汚濁 に 由来す る 食品経由 の影響 (長期間の摂取

を想定 し た影響) を考慮 し て検討 し た 。

③ 人の健康の保護 に 関す る 環境基準 に つ い て は， こ

れ ま で ど お り 河川 ， 湖沼， 海域 を 問 わ ずすべて の公

共用水域 に適用 す る こ と が適 当 と 考 え ら れ る 。 な お ，

地下水の水質の汚濁の状況 を評価す る 際 に は， 当面，

環境基準値 を評価基準 と し て 用 い る こ と が適当 であ

る 。

な お ， 答 申 に お い て は， ["今回環境基準項 目 に追加す る

こ と が適当 と 判断 さ れた物質の ほ か に ， 人の健康の保護

に 関連す る 物質で は あ る が， 公共用水域等 に お け る 検出

状況等か ら み て ， 現時点で は直 ち に 環境基準項 目 と せ ず，

引続 き 知見の集積 に 努 め る べ き と 判断 さ れ る も の に つ い

て は， ["要監視項 目 」 と し て 位置づ け， 継続 し て 公共用水

域等の水質測定 を行い， そ の推移 を 把握 し て い く こ と が

適当であ り ， 測定結果 を 国 に お い て 定期 的 に 集約 し ， そ

の後の知見の集積状況 も 勘案 し つ つ ， 環境基準項 目 への

移行等 を機動的 に検討す る 必要 が あ る 。 」 と し て い る 。

( 2 ) 水質環境基準の告示の改正

環境庁で は答 申 を 受 け て 水質環境基準の告示の改正 を

平成 5 年 3 月 に行い， 多様な化学物質 に よ る 公共用水域

の汚染 を 防止 し ， 国民の健康の保護 を 図 る た め の施策 を

推進す る こ と と し た 。 改正の 内容は次の と お り で あ る 。

① ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 等 15 項 目 を 追加す る (表-1

の ジ ク ロ ロ メ タ ン以下の 15 項 目 。 農薬 は 1， 3- ジ ク

ロ ロ プ ロ ペ ン， チ ウ ラ ム ， シ マ ジ ン， チ オ ベ ン カ ル

プの 4 項 目 ) 。

② 鉛及び枇素の基準値 を 強化す る 。

③ 有機燐 を基準項 白 か ら 削除す る (農薬登録の あ る

EPN は局長通達で要監視項 目 と し て通知す る 。 ) 。

④ 基準値 は年間平均値 と す る 。 た だ し ， 全 シ ア ン に

つ い て は最高値 と す る 。

⑤ 項 目 ご と に 測定方法 を定 め る 。

こ れ に よ り ， 水質環境基準の項 目 は ， こ れ ま での 9 項

目 か ら ， 23 項 目 と な る 。

答 申 を 踏 ま え て 新 た に 要監 視項 目 25 項 目 (表 -2 参

照 : 農薬 は イ ソ キ サ チ オ ン か ら ク ロ ル ニ ト ロ フ ェ ン の

12 項 目 ) を 定 め ， 環境庁水質保全局長 よ り 都道府県知事・

政令市長 に対 し 通知 し た 。

4 水質環境基準の改正 に伴 う 水質汚濁 に係 る 農薬登

録保留基準の改正 に つ い て

従来， 水質汚濁 に 係 る 農薬登録保留基準の う ち 水質環

境基準が設定 さ れて い る 農薬 に つ い て は ， 急性毒性 に よ

る 健康影響の未然防止 を 図 る 観点 か ら 登録 を保留 す る 要

件が設定 さ れて い た が， 改正 さ れた水質環境基準の基準

値の設定 は ， 長期間摂取 に 伴 う 健康影響の 未然防止の観

点か ら 設定 さ れて い る の で， こ れ に対応す る よ う 告示の

保留要件 を 「水田水中 に お け る 農薬成分の 150 日 間 に お

け る 平均濃度が水質環境基準健康項 目 の基準値 の 10 倍

を超 え る こ と と な る 場合」 に 改正 し た 。

お わ り に

以上の よ う に ， 農薬 に よ る 水質汚濁の未然防止施策 と

し て の農薬 に 関 す る 各種の基準設定 は ， ゴル フ 場農薬暫

定指導指針等がそ の発端 と な っ て お り ， そ の 当 時， 既 に

「長期間摂取 に 伴 う 健康影響の未然防止」 の観点か ら 指針

値等が設定 さ れ， そ の基準値設定 の考 え 方 は そ の後の各

種の基準値設定の考 え 方 に つ な が る も の と な っ て い る 。

水質環境基準項 目 や 要監視項 目 の農薬の 中 に ゴ ル フ 場

暫定指導指針で指針値 を設定 し た 農薬が多 く 含 ま れて い

る こ と か ら も こ の こ と は 明 ら か で あ る が， 農薬 は ゴ ル フ

場だ け で は な く ， 多 く は水田や畑 な ど で使用 さ れ る こ と

か ら ， 今後 と も 的確 な 水質モ ニ タ リ ン グや そ の結果 に 応

じ た 適切な対応が ま す ま す重要 に な っ て い る 。

さ ら に ， 登録後の対応だ け で は な く ， 根本的 に は 農薬

の 開発段階か ら 水質への影響 を 考慮す る こ と が従来 に も

増 し て 重要 に な っ て き て い る 。

(参考) 現行の水質環境基準健康項 目 に つ い て

1 環境基準の根拠 と 性格

( 1 )  環境基準 は ， 公害対策基本法第 9 条 に 基づ き ，

国民の健康 を保護 し 及 び生活環境 を保全す る 上で維持 さ

れ る こ と が望 ま し い基準 と し て 設定 さ れ る も の で あ る 。

( 2 ) 環境基準 は ， 国， 地方公共団体等が公害の 防止

に 関す る 施策 を講ず る 際の 目標 と な る も の であ り ， 健康

項 目 に つ い て は全国の公共用水域 に 一律 に 適用 さ れ る 。

( 3 ) 環境基準 は ， 常 に適切 な 科学的判断が加 え ら れ，

必要 な 改定 が な さ れ な け れ ば な ら な い こ と と な っ て い

る 。

( 4  ) 水質汚濁防止法第 15 条 で は ， ["都道府県知事は ，一一一 39 一一一
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表- 1 水質汚濁 に 係 る 環境基準 に つ い て (環境庁告示) ・ 別表 1 人の健康 の保護 に 関す る 環境基準

項 目 基 準 値 領g 定 方 法

日 本工業規格 K 0102 (以下 こ の表， 別表 2. 付表 1 か ら 付表 3 ま で， 付表 7.
カ ド ミ ウ ム O . Ol mg/1 以下 付表 8 及び付表 10 か ら 付表 12 ま で に お い て 「規格J と い う 。 ) 55 . 2. 55 . 3 も

し く は 55 . 4 に 定 め る 方法 ま た は 付表 1 に 掲 げ る 方法

全 シ ア ン 検出 き れ な い こ と 。
規格 38 . 1 . 2 及び 38 . 2 に 定 め る 方法 ま た は 規格 38 . 1 . 2 及び 38 . 3 に 定 め る 方

法

鉛 0 . 01 mg/l 以下 規格 54 . 2. 54 . 3 も し く は 54 . 4 に 定 め る 方法 ま た は 付表 1 に 掲 げ る 方法

六価 ク ロ ム 0 . 05 mg/l 以下 規格 65 . 2 に定 め る 方法 ま た は 付表 1 に 掲げ る 方法

枇索 O . Ol mg/ 1 以下 規絡 61 . 2 に定 め る 方法 ま た は付表 2 に 掲 げ る 方法

総水銀 0 . 0005 mg/ 1 以下 付表 3 に 掲 げ る 方法

ア ル キ ル水銀 検出 き れ な い こ と 。 付表 4 に 掲 げ る 方法

PCB 検出 き れ な い こ と 。 付表 5 に 掲 げ る 方法

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0 . 02 mg/ l 以下 付表 6 の第 1. 第 2 ま た は第 3 に 掲げ る 方法

四塩化炭素 0 . 002 mg/l 以下
日 本工業規格 K 0125 の 5 に 定 め る 方法 ま た は 付表 6 の 第 1. 第 2 も し く は 第
3 に 掲 げ る 方法

1. 2ー ジ ク ロ ロ エ タ ン 0 . 004 mg/1 以下 付表 6 の第 1. 第 2 ま た 第 3 に 掲 げ る 方法

1. 1- ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 0 . 02 mg/l 以下 付表 6 の 第 1. 第 2 ま た 第 3 に 掲 げ る 方法

シ ス ー 1. 2ー ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 0 . 04 mg/ l 以下 付表 6 の第 1. 第 2 ま た は第 3 に 掲 げ る 方法

1. 1. 1- ト リ ク ロ ロ エ タ ン 1 mg/ 1 以下
日 本工業規格 K 0125 の 5 に 定 め る 方法 ま た は 付表 6 の 第 1. 第 2 も し く は 第
3 に 掲 げ る 方法

1. 1. 2- ト リ ク ロ ロ エ タ ン 0 . 006 mg/l 以下
日 本工業規格 K 0125 の 5 に 準 ず る 方法 ま た は付表 6 の 第 1. 第 2 も し く は 第
3 に 掲 げ る 方法

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0 . 03 mg/ l 以下
日 本工業規格 K 0125 の 5 に 定 め る 方法 ま た は付表 6 の 第 1. 第 2 も し く は第
3 に 掲 げ る 方法

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0 . 01 mg/ l 以下
日 本工業規格 K 0125 の 5 に 定 め る 方法 ま た は付表 6 の第 1. 第 2 も し く は 第
3 に 掲 げ る 方法

1. 3ー ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン 0 . 002 mg/1 以下 付表 6 の第 1. 第 2 ま た 第 3 に 掲 げ る 方法

チ ウ ラ ム 0 . 006 mg/1 以下 付表 7 に 掲 げ る 方法

シ マ ジ ン 0 . 003 mg/ l 以下 付表 8 の第 1 ま た は第 2 に 掲 げ る 方法

チ オ ベ ン カ ル プ 0 . 02 mg/ l 以下 付表 8 の第 1 ま た は 第 2 に 掲 げ る 方法

ベ ン ゼ ン 0 . 01 mg/ l 以下 付表 6 の第 1. 第 2 ま た は第 3 に 掲 げ る 方法

セ レ ン 0 . 01 mg/ l 以下 規格 67 . 2 に 定 め る 方法 ま た は付表 2 に掲 げ る 方法

備考
l 基準値 は 年間平均値 と す る 。 た だ し ， 全 シ ア ン に 係 る 基準値 に つ い て は ， 最高値 と す る 。
2 検出 き れな い こ と 」 と は ， 測定方法の欄 に 掲 げ る 方法に よ り 測定 し た場合 に お い て ， そ の結果が当該方法の定量限界 を 下 回 る

こ と を い う 。 別表 2 に お い て 同 じ。
3 1. 1. 2ー ト リ ク ロ ロ エ タ ン の測定方法で 日 本工業規指 K 0125 の 5 に 準ず る 方法 を 用 い る 場合 は . 1. 1. 1ー ト リ ク ロ ロ エ タ ン の 測

定方法の う ち 日 本工 業規格 K 0125 の 5 に 定 め る 方法 を 準用 す る こ と と す る 。 こ の場合. r塩素化炭化水素類混合標準液」 の 1. 1. 
2- ト リ ク ロ ロ エ タ ン の濃度 は ， 溶媒抽出 ・ ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 法 に あ っ て は 2 μg/ml. ヘ ッ ド ス ペ ー ス ・ ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 法
に あ っ て は 2 mg/ml と す る 。

公共用水域及 び地下水の水質の汚濁状況 を常時監視 し な

け れ ば な ら な い。 J と さ れて お り ， 環境基準項 目 に つ い て

は常時監視が行わ れて い る 。

2 環境基準等の設定経緯

昭和 45 . 4 . 21 環境基準閣議決定。 ( シ ア ン， メ チ一一一 40 一一一

ル水銀， 有機燐， カ ド ミ ウ ム ， 鉛，

ク ロ ム (六価) ， ヒ 素)

昭和 45 . 5 . 29 メ チ ル水銀 を ア ル キ ル水銀， 総水

銀 に 見直 し 。

昭和 46 . 12 . 28 r水質汚濁 に 係 る 環境基準 に つ い
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表 -2 要監視項 目 及 び指針値

項 目 名

ク ロ ロ ホ ル ム
ト ラ ン ス ー1， 2ー ジ ク ロ ロ エ チ レ ン
1， 2ー ジ ク ロ ロ プ ロ パ ン
p- ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン
イ ソ キ サ チ オ ン
ダイ ア ジ ノ ン

フ ェ ニ ト ロ チ オ ン
イ ソ プ ロ チ オ ラ ン
オ キ シ ン 銅
ク ロ ロ タ ロ ニ ル
プ ロ ピ ザ ミ ド
EPN 
ジ ク ロ ル ポ ス
フ ェ ノ プカ ル プ

イ プ ロ ベ ン ホ ス
ク ロ ルニ ト ロ フ ェ ン

ト ル エ ン
キ シ レ ン
フ タ ル駿 ジ エ チ ルヘ キ シ ル

ほ う 索
フ ッ 索
ニ ッ ケ ル
モ リ プデ ン
ア ン チ モ ン

硝酸性窒索及び亜硝酸性窒素

指 針 値

0 . 06 mg/l 以下
0 . 04 mg/l 以下
0 . 06 mg/ 1 以下
0 . 3 mg/ 1 以下
0 . 008 mg/1 以下
0 . 005 mg/l 以下
0 . 003 mg/l 以下
0 . 04 mg/l 以下
0 . 04 mg/ l 以下
0 . 04 mg/ l 以下
0 . 008 mg/1 以下
0 . 006 mg/l 以下
O . Ol mg/ 1 以下
0 . 02 mg/ l 以下
0 . 008 mg/l 以下
0 . 005 mg/1 以下
0 . 6 mg/1 以下
0 . 4 mg/ l 以下
0 . 06 mg/ 1 以下
0 . 2 mg/1 以下
0 . 8 mg/1 以下
O . Ol mg/1 以下
0 . 07 mg/ l 以下
0 . 002 mg/l 以下
10 mg/1 以下

て 」 環境庁告示。

昭和 49 . 9 . 30 総水銀 に 係 る 基準値 を 改定 (検出

されない こ と → 0 . 0005 mg/l 以下) 。

昭和 50 . 2 .  3 PCB を 追加。

3 現行の水質環境基準健康項 目 及び環境基準値 (総

水銀 は年間平均値， そ の他 は最高値)

①カ ド ミ ウ ム

② シ ア ン

: O . Ol mg/ 1 以下

: 検出 さ れな い こ と (定量限

界 0 . 1 mg/ l)  

③有機燐 (パ ラ チ オ ン， メ チ ルパ ラ チ オ ン， メ チ

ル ジ メ ト ン及 び EPN)

④鉛

⑤ ク ロ ム (六価)

⑥ ヒ 素

⑦総水銀

: 検出 さ れ な い こ と (定量限

界 0 . 1 mg/ l)  

: 0 . 1  mg/ l 以下

: 0 . 05 mg/ 1 以下

: 0 . 05 mg/ l 以下

: 0 . 0005 mg/ l 以下

⑧ア lレ キ lレ水銀 : 検出 さ れな い こ と (定量限

⑨ PCB 

4 基準値の設定根拠

界 o . 0005 mg/ l) 

: 検出 さ れな い こ と (定量限

界 0 . 0005 mg/ 1

水銀関係及 び PCB に つ い て は ， 魚介類への濃縮性 を

考慮 し食物摂取の安全性の観点か ら 設定 さ れて お り ， そ

れ以外の項 目 に つ い て は， 水道水質 に 関す る 基準 を考慮

し て設定 さ れて い る 。

5 水質環境基準健康項 目 の環境基準達成状況

近年で は すべて の項 目 に つ い て環境基準 を ほ ぼ達成す

る に 至 っ て い る 。

本 会 発 行 図 書

新 刊 ! 『最新農薬の規制 ・ 基準値便 覧』
B 5 判 本文 243 ペ ー ジ 定価 1，800 円 (本体 1 ， 748 円 ) 送料 380 円

現在， 農林水産省 ・ 厚生省 ・ 環境庁では， 農薬 に 係 る 各種の規制 ・ 基準 に つ い て 見直 し が な さ れて お り ま す。

平成 4 年 10 月 27 日 に厚生省が 「残留農薬基準J を大幅 に 改正 し ， こ れ に 伴 っ て農林水産省が 「農薬安全使用基

準」 の改訂 を発表す る な ど， 一 つ の 省庁で発表 し た 規制や基準 は他の省庁の規制や基準 に 大 き く かか わ り あ っ て

お り ま す。 ま た ， そ う し た規制や基準 は ， 告示 さ れ る 名称 も 農薬の関係者 に と っ て馴染 み の 薄 い も の であ り ， さ

ら に省庁の違い に よ り 同 じ 農薬で あ っ て も ， そ の呼び名が違っ て お り ま す。 こ う し た 点 を踏 ま え ， 農薬関係者 に

と っ て活用 し や す い よ う に規制 ・ 基準の設定名称 を す べ て 農林水産省の一般名 に読み換 え ， ISO 名 や商品名 も 付

記 し た資料に編集 い た し ま し た 。 巻末 に は農薬の名称 (一般名 ・ ISO 名 ・ 設定名称) と 化学名か ら 引 け る 索引 を

つ け ま し た 。 農薬 に 関係す る 業務 に 携わ ら れ る 方た ち に と っ て座右の資料 と し て ご活用 く だ さ い。

「残留農薬基準J (平成 5 年 3 月 4 日 告示分 ま で) ， r農薬登録保留基準J (平成 4 年 11 月 4 日 告示分 ま で) ， r農

薬安全使用基準J (平成 4 年 11 月 30 日 公表分) ， r水道水質基準J (平成 4 年 12 月 21 日 告示分) ， r環境基準J (平

成 5 年 3 月 8 日 告示分) ， そ の他。

お 申 し込み は前金 (現金書留 ・ 郵便振替 ・ 小為替 な ど) で直接本会 ま でお 申 し込み下 さ い 。
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